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第19回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

平成31年３月８日(金曜日) 

            午前10時開議 

            午前11時28分閉会 

                   

本日の会議に付した事件 

 高速交通体系に関する件 

 熊本都市圏交通に関する件 

 付託調査事件の調査の終了について 

                   

出席委員(15人) 

委 員 長 田 代 国 広 

        副委員長 早 田 順 一 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 前 川   收 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 森   浩 二 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 緒 方 勇 二 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 河 津 修 司 

        委  員 岩 本 浩 治 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 大 平 雄 一 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

                   

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 山 川 清 徳 

交通政策・情報局長 藤 井 一 恵 

      地域振興課長 倉 光 麻里子 

交通政策課長 重 見 忠 宏 

土木部 

部 長 宮 部 静 夫 

道路都市局長 上 野 晋 也 

道路整備課長 亀 崎 直 隆 

都市計画課長 坂 井 秀 一 

都市計画課政策監 尾 上 佑 介 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 高 橋 慶 彦 

 警察本部 

交通部長 古 庄 幸 男 

交通規制課管理官 坂 本 昌 弘 

                   

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 佐 藤   誠 

     政務調査課主幹 吉 田   晋 

                   

  午前10時開議 

○田代国広委員長 おはようございます。 

 ただいまから、第19回高速交通ネットワー

ク整備推進特別委員会を開催します。 

 それでは、付託事件の審査に入ります。 

 まず、山川企画振興部長から、総括説明を

お願いします。 

 

○山川企画振興部長 委員会開会に当たりま

して、本委員会の付託案件の概要について御

説明申し上げます。 

 大きく２つ、高速交通体系と熊本都市圏交

通とがございますが、まず第１に、高速交通

体系に関する件でございます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、先週末の３月２日

に、南九州西回り自動車道の津奈木インター

チェンジから水俣インターチェンジまでの 

5.6キロメートル区間が開通いたしました。 

 今回の開通により、産業や観光等による水

俣・芦北地域のさらなる活性化が大いに期待

されております。引き続き、九州をつなぐ幹

線道路ネットワーク整備を加速させてまいり

ます。 

 次に、航空路線の利用促進についてでござ

いますが、今年度４月から１月までの旅客者
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数の合計は、昨年度同時期を約８万人上回る

282万人となっております。 

 また、香港線については、多様な旅行商品

の造成やビジネス利用につながるさらなる利

便性向上に向け、増便の協議を行ってまいり

ました。今月31日からの夏ダイヤでは、香港

国際空港の発着枠調整等のための一時運休を

経て、７月から１便増便し、週３便での運航

が実現する見込みとなりました。 

 さらに、いよいよ今月には、コンセッショ

ン方式による新たな運営権者が選定されま

す。今後は、阿蘇くまもと空港の創造的復興

が加速化していく中で、将来にわたり実効性

のある運営権者との連携体制を構築していく

とともに、関係機関とも協議しながら、利用

者の利便性が十分確保されるよう取り組んで

まいります。 

 次に、熊本都市圏交通に関する件でござい

ます。 

 まず、熊本市内中心部から阿蘇くまもと空

港へのアクセス改善に向けた検討状況でござ

います。 

 昨年11月議会において、鉄道延伸を検討す

る旨を表明して以来、ＪＲ九州と本格的な協

議を行ってまいりましたが、先月20日に、鉄

道整備に向けた基本的方向性について、ＪＲ

九州の同意を得ることができました。 

 その中でも、特に、運行開始後、整備費の

３分の１を上限にＪＲ九州から拠出してもら

うという、これまでに例のない協力を得るこ

とができたと思っております。 

 今回の民間と行政による画期的な整備スキ

ームについて、国にしっかりと説明して最大

限の支援をいただき、先ほど申し上げたＪＲ

の拠出分とあわせて、県民負担の最小化が図

れるよう協議を進めてまいります。 

 最後に、平成13年度から取り組んでまいり

ましたＪＲ鹿児島本線・豊肥本線連続立体交

差事業で整備を進めています熊本駅舎につき

ましては、今月完成いたします。 

 今後も、熊本の陸の玄関口となる熊本駅周

辺のにぎわいづくりに努めてまいります。 

 以上、各案件につき概要を御説明申し上げ

ましたが、詳しくは各課長から説明させま

す。御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○田代国広委員長 それでは、付託事件に関

する事業概要等の説明に移ります。 

 まず、事業概要について説明を求めた後、

その後質疑を受けたいと思います。 

 委員会の運営を効率的に行うため、説明

は、着座のまま、簡潔にお願いします。 

 では、執行部から説明をお願いします。 

 亀崎道路整備課長。 

 

○亀崎道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 資料につきましては、変更した箇所を中心

に説明させていただきます。変更部分につき

ましては、アンダーラインを引いてございま

す。 

 初めに、Ⅰの１の高規格幹線道路等の整備

について御説明いたします。 

 ５ページをお願いします。 

 まず、下から２段目のアンダーライン部の

とおり、平成30年12月16日に、九州中央自動

車道小池高山インターチェンジから山都中島

西インターチェンジ間の10.8キロメートルが

開通しました。 

 さらに、その下の段でございますが、部長

の総括説明にございましたように、先週末３

月２日に、南九州西回り自動車道の津奈木イ

ンターチェンジから水俣インターチェンジま

での5.6キロメートルが開通いたしました。 

 引き続き、九州中央自動車道及び南九州西

回り自動車道の全線開通に向けて、沿線自治

体とともに、要望活動など積極的に取り組ん

でまいります。 

 ６ページをお願いいたします。 
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 九州縦貫自動車道です。 

 現状の欄の上から３つ目の白い丸、北熊本

スマートインターチェンジについてです。 

 アンダーライン部のとおり、平成31年、今

月ですけれども、３月24日の供用開始に向け

まして、鋭意工事が進められております。 

 次に、飛びますが、13ページをお願いいた

します。 

 中九州横断道路です。 

 現状の欄の１つ目の白丸、熊本市から大津

町間についてでございますが、環境影響評価

のところのアンダーラインのところになりま

す。 

 平成31年２月22日から、方法書の次の段階

である準備書の手続に着手いたしました。 

 この準備書とは、環境影響評価の項目、す

なわち大気質や騒音、振動、動物、植物など

について、調査、予測、評価、環境保全措置

の検討結果を示すものでございます。 

 その下の段になりますが、３月６日、これ

はおとといになります。大津町において、こ

の環境影響評価準備書の住民説明会を開催い

たしました。引き続き、本日、８日になりま

すが、これは合志市で、また、13日には、熊

本市植木町において開催予定でございます。 

 次に、同じく現状の欄の４つ目の白い丸、

竹田―阿蘇間についてでございます。 

 アンダーラインのところになりますが、計

画段階評価の３回目が２月８日に実施されま

した。 

 さらに、その下になりますが、竹田阿蘇道

路として、平成31年度事業化に向けまして、

３月１日に新規採択時評価手続に着手されま

した。 

 16ページをお願いします。 

 熊本天草幹線道路でございます。 

 現状の欄の３つ目の白丸、熊本天草地域の

幹線道路網に関する検討会についてでござい

ますが、第２回の検討会を平成31年２月７日

に開催いたしました。引き続き、国が施行す

る宇土―三角間の平成31年度計画段階評価着

手を国に求めてまいります。 

 次に、19ページをお願いいたします。 

 各路線の建設促進活動について記載をして

おります。 

 昨年12月の本委員会後の主な活動内容につ

いて御説明いたします。 

 まず初めに、①の九州中央自動車道です。 

 最下段のアンダーライン部になります。 

 １月18日に、九州中央３県議員連盟の総会

が大分県竹田市で開催され、総会後に事業の

進捗や必要性を説明し、国に早期整備の要望

を行いました。参加いただきました議員の皆

様方には、大変お世話になりました。 

 20ページをお願いいたします。 

 １段目のアンダーライン部になります。 

 １月21日、22日に、熊本、宮崎両県の期成

会による九州中央自動車道建設促進熊本・宮

崎合同提言活動が実施され、九州横断道路建

設促進議員連盟の皆様の御出席のもと、九州

地方整備局、国土交通省及び県選出国会議員

の皆様へ要望活動を行いました。 

 次に、③の中九州横断道路についてです

が、21ページをお願いいたします。 

 下のアンダーラインのところになります。 

 １月18日、九州中央３県議員連盟総会にお

きまして、先ほどの九州中央自動車道と同様

に、事業の進捗や必要性を説明し、国に要望

を行いました。 

 続きまして、④熊本天草幹線道路について

でございますが、22ページをお願いいたしま

す。 

 アンダーラインのところでございます。 

 １月23日に、熊本天草幹線道路の建設促進

について、知事、沿線首長、県議会の議員の

皆様と国土交通省に要望をいたしました。 

 また、今週火曜の３月５日には、熊本天草

間幹線道路整備促進期成会の皆様と国土交通

省へ要望活動を行ってまいりました。 

 次に、⑤の有明海沿岸道路(Ⅱ期)です。 
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 アンダーラインのところですが、１月24日

に、熊本、福岡、佐賀県の議員で設立されて

いる有明海沿岸インフラ整備３県議会連絡会

議の皆様が、整備促進、早期事業化などにつ

いて、国土交通省及び県選出国会議員の皆様

に要望されました。 

 また、２月６日には、同じく有明海沿岸イ

ンフラ整備３県議会連絡会議による九州地方

整備局への要望と総会が行われております。 

 今後も引き続き、九州各県の皆さんと連携

し、要望活動などを通して道路整備の必要

性、予算の確保を訴えてまいりたいと思いま

すので、委員皆様の御支援をよろしくお願い

いたします。 

 以上で道路整備課の説明を終わります。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○重見交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 資料27ページをお願いいたします。 

 ２、航空路線の利用促進について御説明い

たします。 

 まず、(1)阿蘇くまもと空港の旅客者数に

ついて。 

 昨年４月からことし１月までの旅客者数に

つきましては、国内線で、前年度に比べ約４

万人増の266万4,000人、対前年度同期比 

101.5％、国際線で、前年度に比べ約４万 

1,000人増の16万人、同じく134.9％、合計で

約８万1,000人増の282万4,000人、同じく103

％となっており、前年度の旅客者数を上回っ

ているところでございます。 

 続きまして、28ページをお願いいたしま

す。 

 (2)国内線の振興についての(1)現状の各路

線の動きでございますが、国内線の各路線の

旅客数につきましては、路線により増減があ

りますが、対前年度同期比で申し上げます

と、東京線で100.5％、大阪線では107.5％、

名古屋線では93.9％、沖縄線で112.3％とい

う状況でございます。 

 続きまして、３ページ飛びまして32ページ

をお願いいたします。 

 (2)国際線の振興について。 

 1)現状の全般でございますが、下から２番

目の丸でございます。 

 昨年度の国際線利用者数は約15万6,000人

となり、過去最高を記録しましたが、今年度

も、４月から１月までの国際線利用者数は、

それを上回るペースで推移しております。 

 続きまして、33ページをお願いいたしま

す。 

 こちら、ソウル線の現状でございます。 

 ２番目の丸でございますが、現在、ティー

ウェイ航空は週７便、エアソウルは週３便運

航しておりますが、今月31日からの夏ダイヤ

では、ティーウェイ航空は週４便に、エアソ

ウルは週２便に戻る予定と聞いております。 

 また、その下の大邱線につきましては、昨

年11月から週３便で就航していますが、今月

31日からの夏ダイヤでは、週４便に増便予定

と聞いてございます。 

 続きまして、台湾線でございます。 

 下から３番目の丸でございます。 

 昨年３月から４月にかけまして、台湾に本

社を置くエバー航空が、熊本―台北間で合計

８往復のインバウンドチャーター便を運航し

ましたが、ことしも、３月９日から４月６日

にかけて、合計８往復のインバウンドチャー

ター便を運航する予定です。 

 また、最後の丸ですが、チャイナエアライ

ンにおいても、ことし５月２日と５日に、熊

本―台北間で合計２往復のアウトバウンドチ

ャーター便を運航する予定となっておりま

す。 

 続きまして、34ページをお願いいたしま

す。 

 香港線の現状でございます。 

 下から２番目の丸でございます。 

 香港線については、現在、香港エクスプレ
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スにより週２便の定期便が就航しております

が、ことし７月中旬から週３便での運航を開

始することとしております。そのため、運航

開始までの間は、香港国際空港の発着枠の調

整及び機材繰り等により、今月31日の夏ダイ

ヤから一時運休する予定とのことでございま

す。 

 以上御報告いたしました各路線の現状と今

後の動きをまとめますと、恐れ入ります、資

料には記載してございませんが、ことしの夏

季運航スケジュールでは、阿蘇くまもと空港

国際線は、現行の４路線18便から、香港線の

一時運休を挟みまして、７月には、４路線、

週16便となる見込みでございます。 

 続きまして、１ページ飛びます。36ページ

をお願いいたします。 

 こちらにつきましては、ソウル線、高雄

線、香港線の月別利用状況を記載しておりま

す。 

 利用率につきましては、一番右の欄をごら

んいただければと存じます。 

 ソウル線で平均77％、高雄線で69％、香港

線で70％となっております。 

 続きまして、１ページ飛びます。38ページ

をお願いいたします。 

 2)今後の取り組みの香港線でございます

が、今回の週３便化によりまして、例えばニ

ーズが多かった２泊３日や３泊４日等の多様

な旅行商品造成が可能となりまして、これま

で発着便の関係により行き帰りのどちらかの

便は他の空港を利用せざるを得なかったよう

なビジネスにも利用しやすくなるなど、増便

のメリットを積極的にＰＲするとともに、引

き続き航空会社や旅行会社との連携を図りな

がら、香港との交流拡大、路線安定化に取り

組んでまいります。 

 続きまして、39ページをお願いいたしま

す。 

 (3)航空物流機能の強化についてでござい

ます。 

 中ほどの表、参考１をごらんください。 

 下から２番目の段でございますが、昨年４

月からことし１月までの取扱量を記載してお

ります。 

 航空機の機材の小型化やトラック輸送への

シフト、それから震災復興の反動減などによ

りまして、昨年度比93.2％となってございま

す。 

 続きまして、２ページ飛びます。42ページ

をお願いいたします。 

 阿蘇くまもと空港の創造的復興についての

現状でございます。 

 一番下の丸でございます。 

 国内線別棟ビル運用期間中のランプバスに

つきましては、東京空港交通から11台の中古

車両を低価で譲り受けておりましたが、東京

都交通局からも、中古車両――こちら普通大

型バスとなってございますが、これらを３台

購入しまして、運行に必要な合計14台を全て

確保したところでございます。 

 続きまして、３ページ飛びます。46ページ

をお願いいたします。 

 阿蘇くまもと空港の創造的復興についてと

いうところでございます。 

 先ほど部長の概要説明の中でもございまし

たが、今月には優先交渉権者、つまり空港の

新たな運営権者が選定される予定というふう

になってございます。その後、本県は、運営

権者と具体的な連携策を協議し、将来にわた

って実効性のある連携体制の構築を進めてま

いります。 

 また、新ターミナルビルの建設期間中に使

用する国内線別棟ビルの利便性が十分確保さ

れるよう、運営権者等の関係者と協議を進め

てまいります。 

 ここで、改めて、民間委託に向けた今後の

スケジュールや整備イメージ等につきまし

て、別添資料にて御説明をさせていただきま

す。 

 恐れ入りますが、別添でお配りしておりま
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す資料をごらんください。カラー３枚の資料

になっております。 

 左上にまず別添資料の記載がある資料の１

ページをごらんください。 

 阿蘇くまもと空港の民間委託に向けた想定

スケジュールでございます。 

 本年度は、１年間国による審査が進められ

てまいりましたが、来年度は、新たな運営権

者が５月ごろから業務を引き継ぎ、７月には

ビル事業を先行して開始し、2020年度の４月

から空港運営全体を開始する予定でございま

す。こうした動きに合わせまして、運営権者

との連携体制づくりの協議を進めてまいりま

す。 

 次に、２ページをお願いいたします。 

 こちら、空港のターミナル地域再編の想定

スケジュール、整備イメージでございます。 

 上の表がスケジュールでございますが、現

国内線ビルにつきましては、2019年度末まで

運用され、2020年度に解体される予定でござ

います。 

 なお、括弧内は、それぞれの時点での運営

主体または実施主体になります。 

 次に、新ビル建設期間中に使用する国内線

別棟ビルにつきましては、2019年度まで国に

よる工事が進められ、2020年度から2022年度

までの３年間運用される予定でございます。 

 なお、その後の活用は、運営権者の計画次

第となります。 

 続いて、新ビルにつきましては、国内線と

国際線を一体化した施設として2019年度から

設計が進められ、現国内線ビルの解体後に建

設工事が始まる見込みでございます。運用開

始は、2023年春の予定です。 

 このページの下の図が、各ビルの整備イメ

ージでございます。 

 左の黄色の点線の囲みの箇所が、新ビルの

建設予定地でございます。新ビルは、現国内

線ビルを解体した跡地に建設されることにな

ります。 

 また、右の赤の点線の囲みの箇所が、国内

線別棟ビルの建設地でございます。 

 国内線別棟ビルは、航空機に直接乗り込め

る搭乗橋と航空機までバスで移動するランプ

バスを併用することとなります。 

 加えて、現国際線ビルは、運営権者が特に

使用しない場合は撤去されることとなってご

ざいます。 

 次に、３ページをお願いいたします。 

 国内線別棟ビルの概略図、完成イメージ図

でございます。 

 まず、上のほうの(1)の概略図の赤線枠

が、ビル内のレイアウトになります。出発・

到着旅客の処理に必要な機能は、極力連続し

て配置し、限られた空間を有効に活用する配

置とされております。 

 ただし、物販・飲食スペースが現国内線ビ

ルより狭くなってしまうため、左側及び右下

の赤の斜線で示します場所に機能展開用地が

用意され、ここに運営権者の判断で物販・飲

食施設等の整備、運用が可能となってござい

ます。 

 左下の(2)ですが、こちらは国内線別棟ビ

ルの完成イメージ図でございます。 

 この図では、左側の機能展開用地が平場に

なってございますが、ただいま御説明しまし

たとおり、整備内容は運営権者により今後決

定される予定ですので、実際の内容は異なる

部分が出てまいります。 

 別添資料の説明は以上でございます。 

 高速交通体系については以上ということ

で、続きまして、本体資料にお戻りいただき

まして53ページをお願いいたします。 

 Ⅱ、熊本都市圏交通に関する件の２、熊本

都市圏交通施策の主な取り組み、公共交通ネ

ットワークの整備という部分でございます。 

 (1)の阿蘇くまもと空港へのアクセス改善

の現状では、まず１番目の丸でございます

が、ＪＲ豊肥本線を活用した空港ライナーの

運行につきましては、運行開始からことし１
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月末までの延べ利用者数は58万17人となりま

した。 

 また、表にございますように、本年度４月

から１月までの利用者数は９万1,108人、１

日当たりの利用者数は297人であり、過去最

高を記録しているところでございます。 

 続いて、54ページをお願いいたします。 

 下の丸、市内中心部へのアクセス改善の検

討についてですが、済みません、下線は引い

てございませんが、改めて今回検討の背景を

御説明させていただきます。 

 現在、阿蘇くまもと空港へのアクセスは、

リムジンバスを含めた自動車での移動が主で

あり、特に朝夕のラッシュ時には渋滞が発生

し、想定時間内に空港に到着できない事態が

多く発生しております。例えば、熊本駅から

空港までリムジンバスですと、通常60分のと

ころ、ラッシュ時には90分かかっているとい

う状況でございます。 

 また、今後、コンセッションにより空港が

大きく変わり、空港利用者の大幅な増加も予

想される中、ほぼ自動車のみに頼る現在のア

クセスでは対応が不可能であり、新たな交通

システムの導入が欠かせないと考えておりま

す。 

 これらを踏まえまして、本年度検討を行

い、次のページの55ページ上から３番目のポ

ツでございますが、鉄道延伸はもとより、運

行においても協力が不可欠であるＪＲ九州と

協議を行い、先月20日に、次の内容に係る基

本的な方向性について、ＪＲ九州の同意を得

たところでございます。 

 まず、ルートでございます。 

 昨年11月議会では、県は、三里木ルートを

検討するという方針を表明しておりました

が、ＪＲ九州からも、豊肥本線三里木駅から

の分岐ということで同意を得ることができま

した。 

 また、肥後大津、阿蘇方面の豊肥本線利用

者の利便性維持のため、アクセス鉄道の豊肥

本線への乗り入れは行わないこととします。 

 これは、アクセス線が直通で乗り入れた場

合、豊肥本線は単線であるため、どうしても

肥後大津行きの本数が減ってしまうというこ

とも懸念されるためです。我々もＪＲも、肥

後大津方面の利便性は確保しなければならな

いという点では一致しており、乗り入れはし

ないということでＪＲとの間で同意したとい

うところでございます。 

 ただし、特段の事由によりまして、豊肥本

線への乗り入れを検討する場合は、負担等の

一切を県が負うこととしています。 

 当初乗り入れはしないという前提で考えて

おりますが、そうはいいましても、何か事情

があった場合というときには、乗り入れを行

う検討をするということも否定できるもので

はございませんので、そういった観点から、

経済的なものや地元への説明等を含めて県が

負うという前提で行うということでございま

す。 

 次に、設備の整備、所有等の部分でござい

ます。 

 これは、従来県が検討しておりましたとお

り、アクセス鉄道は、県が中心となり設立予

定の第三セクターが車両を含めて整備して所

有し、運行については、十分な運行ノウハウ

を持つＪＲ九州に委託するということでござ

います。 

 次に、既存路線増益効果の取り扱い等でご

ざいます。 

 これは費用面に係るものでございますが、

先ほど部長からも申し上げましたとおり、非

常に大きなポイントだと考えております。 

 アクセス鉄道の開通後、利用者は、三里木

駅で乗りかえて水前寺方面や阿蘇方面へ向か

うということになるわけですが、それにより

豊肥本線を利用する乗客が自然にふえるとい

うことに当然なります。 

 それに合わせて収入もふえるということに

なりますので、そのふえた収入の中から一部
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を第三セクターに支出していただくというこ

とでございます。その支出総額は、整備費の

３分の１が上限ということで、今回、同意を

得たということになっております。 

 なお、ＪＲ九州は、第三セクターへの出資

は行わないということでございます。 

 最後に、その他の部分でございます。 

 アクセス鉄道の開通後、豊肥本線において

新たに設備の改修等の対応が必要となる場

合、両者の協議の上、アクセス鉄道に起因す

る費用については県が負担することといたし

ます。 

 これは、現時点では具体的にどういう場面

かはなかなか想定しがたいところではござい

ますが、ＪＲの豊肥本線側で何かアクセス鉄

道が原因で改修等が発生してしまうというよ

うな場合には、県が負担するという趣旨でご

ざいます。 

 最後に、アクセス鉄道の実現に向け、今後

県が行う調査及び検討に対しまして、運行デ

ータ等の提供や技術的助言等の協力をいただ

くということに同意いただいたということで

ございます。 

 以上が基本的方向性の内容でございます

が、次のページ、56ページをお願いいたしま

す。 

 ３番目の丸でございます。 

 この内容を踏まえまして、国、ＪＲ九州等

関係機関との協議を深めるとともに、ＪＲ九

州との協定締結を視野に、詳細な調査検討を

行い、空港アクセス鉄道の実現に向けた取り

組みを加速化していきたいと考えてございま

す。 

 １ページ飛びまして58ページをお願いいた

します。 

 公共交通機関利用促進の現状として、(5)

パークアンドライドにつきまして御説明いた

します。 

 ことし１月末現在、駐車可能台数が492台

となってございます。 

 続きまして、59ページをお願いいたしま

す。 

 中ほどの今後の取り組みの部分でございま

す。 

 (1)バスの利便性向上の取り組みといたし

まして、バス路線網の再編に向け、熊本市や

バス事業者と連携しまして引き続き検討を進

めるとともに、路線バスの運行効率化に係る

調査検討を行ってまいります。 

 また、ことし９月予定の新交通センター開

業を見据え、インバウンドや観光客にもわか

りやすい路線バスの案内表示とするための見

直し検討を進め、利便性の向上を図ってまい

ります。 

 交通政策課からの説明は以上でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○高橋鉄道高架推進室長 鉄道高架推進室で

す。 

 61ページをお願いいたします。 

 熊本駅周辺で整備を進めておりますＪＲ鹿

児島本線連続立体交差事業について御説明申

し上げます。 

 今後の取り組みの欄をごらんください。 

 昨年３月の全線高架完了後、旧熊本駅舎の

撤去及び新熊本駅舎の整備を進めてまいりま

したが、工事は順調に進捗し、今月16日に

は、熊本駅白川口駅前広場において、熊本駅

舎完成記念式典を開催する運びとなりまし

た。 

 これもひとえに、これまで御尽力いただき

ました当委員会の委員の皆様方のおかげであ

ります。深く感謝を申し上げます。 

 説明は以上となります。よろしくお願いい

たします。 

 

○田代国広委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入ります。 

 何かありませんか。 
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○髙木健次委員 ６ページですけれども、北

熊本スマートインターチェンジについてお伺

いします。 

 いよいよ、ここに書いてあるとおり、３月

24日に開通を迎えるということで、基本的に

計画から約２年間遅れての開通になると思い

ます。ただ、この間、県の取り組み、協力体

制に、心から敬意を表したいというふうに思

っております。 

 ただ、この開通に当たり、地元でも、交通

量の増加といいますか、この辺を大変危惧す

る声が上がっております。というのが、この

上り線、下り線を含めて、各ランプの流入、

流出、台数ですよね。この辺はどのくらい想

定をされているのか、わかれば数字、台数を

教えてほしいというふうに思います。 

 

○亀崎道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 まず、委員には、この北熊本スマートイン

ターチェンジの開通まで、非常に御支援いた

だきましてありがとうございました。 

 交通量に対してということでございます

が、今、計画交通量は、ここの量の見込みが

3,600台ということで出ております。あと、

これが最終的にどのように東西方向、南北方

向、両サイドかということでございます。今

わかっておるのは、そのポイントの計画交通

量というところでございます。ただ、我々と

しても、開通後の状況については注視してま

いりたいと思っております。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員 やっぱり利用する台数とい

いますか、まあ流入も含めてですけれども、

福岡方面から下り線で出てくる車、これが一

番台数的には多いのかなというふうに思いま

す。 

 とすると、やっぱり県道に直結するわけで

すが、大津植木線、バイパス、この辺、１工

区を先般開通させていただきまして、今、２

工区の計画に入っております。ただ、この辻

久保の交差点、それから、県道西合志大津

線、御代志の交差点あたりも、現状でも非常

に渋滞をして、大変地域住民の生活にも影響

しているという状況であります。 

 したがいまして、この開通以降、やっぱり

この路線の拡幅あるいは整備等が喫緊の課題

だろうというふうに思っておりますが、その

辺については、道路整備課長、いかがでしょ

うか。 

 

○亀崎道路整備課長 まず、大津植木線の辻

久保バイパス、これが東西方向に走るバイパ

ス道路として整備を進めております。昨年12

月に１つの工区が供用開始しましたが、今、

残りの工区の整備を進めているところでござ

います。 

 こちらの用地もかなり取得が進んでまいり

ましたので、まずはここのバイパス部分の整

備を重点的に進めてまいりたいと思っており

ます。 

 それと、ほかの交差点部につきましても、

今、菊池南部の全体の渋滞対策として、交差

点改良とか、左折レーンの設置とか、そうい

ったところを進めておりますので、今やって

いる事業は重点的に進めるとともに、供用後

の道路の使われ方、どういうふうに車が通行

していくのかしっかり見ながら、熊本市とも

連携して取り組んでまいりたいと思います。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員 随時その辺を整備していく

というふうなお話ですが、あわせて、先般か

ら地元からも要望があっているように、大津

植木線、大津西合志線の４車線化、直結する

国道387号線の４車線化等も、要望として大

変地元からの気持ちといいますか、強いわけ

ですから、その辺の４車線化についても、さ

らに検討していただいて、早急に対応してい
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ただければありがたいというふうに思ってお

ります。 

 

○田代国広委員長 要望ですか。 

 

○髙木健次委員 はい。 

 

○田代国広委員長 ほかにありませんか。 

 

○前川收委員 三里木からの分岐のＪＲに運

行を委ねるということで、新しい空港アクセ

ス鉄道というのが、昨年の11月議会で知事が

答弁なさって、それから本当に短期間で三里

木を決定し、それからＪＲとの交渉というも

のも、我々の想定以上に早く頑張って、こう

いう枠組みをつくっていただいたことに、心

から敬意を表したいというふうに思っており

ます。 

 前も質問しましたけれども、一方で、新空

港の運営権者もこの３月中には多分決まるだ

ろうというお話もいただいておりますし、新

しい空港ビルが2023年春には運用が始まると

いう状況もあって、時間的な切迫感というも

のも私はずっと持っておりますが、ここまで

いろんな周辺環境を整備してくることに御努

力をいただいたことには敬意を表しますけれ

ども、この後、一気呵成にこの事業をやって

いかなきゃいけない、間を置かずにやってい

くという部分については、第三セクターをつ

くられるわけでありますが、その中心はあく

まで県であるわけでありまして、県が先頭で

動くことは当然でありますが、その体制をつ

くっていかないと、今の体制でも十分頑張っ

ていただいておりますが、今度はもうちょっ

と特化した話の内容が、技術的な話も含めて

生まれてくるわけでありますので、この体制

づくりについて、これは総務委員会でも聞い

たんですけれども、どのようなお考えを、県

庁内の体制づくりについてのお考えがある

か、伺いたいと思います。 

 

○重見交通政策課長 ＪＲとの合意を経まし

て、来年度、当然、さらなるスピードアップ

を考えております。 

 来年につきまして、実際どのようなことを

やるのかという点については、今年度は概算

の調査ということでありましたが、来年は、

まさに精度を上げた詳細な調査検討というこ

と、それから、今回、ＪＲとの同意という形

になりましたので、来年度は支援という観点

から、国との協議にもしっかり取り組んでい

くということを考えてございます。 

 そのときに、当然、より精度を上げた検討

などが必要になりますから、体制について

も、より技術的、専門的な、そして量的にも

膨大なものが発生してくると見込んでおりま

して、その部分については、我々、現在、組

織をしっかり整備するということは、人事当

局ともしっかり議論をしているところでござ

います。当然、何かしらの組織、人員の体制

の整備がされる方向で議論をしているという

ところでございます。 

 

○前川收委員 ４月以降の話になりますけれ

ども、当然、全体的な測量をやって、それか

ら詳細設計をつくって、その後用地交渉をし

て、いよいよ工事というのを本当に短期間で

やっていかなければならないと思っておりま

して、それには、まあお金のソフトの話は置

いておいて、ハードの話だけで見ても、膨大

な作業量があるんだと思っていまして、熊本

駅の駅舎周辺のビルをつくってきたときに

も、１つのセクションをつくって別枠でやっ

ていかれたという過去の経験もあるわけであ

りますし、特に軌道をつくるというのは、Ｊ

Ｒが運用するわけですけれども、なかなか県

が直接軌道をつくってきたことは、これまで

の経験上ないと思っていますので、そういっ

た技術支援をちゃんとＪＲから受けてやって

いかなきゃいけないと思いますし、そういっ



第19回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（平成31年３月８日) 

 

 - 11 - 

た、まあ別室なのか別課なのか何なのか、よ

くわかりませんが、そのことについては、４

月以降、やっぱりきちっと、ここまで短期間

でやってきたペースを、ペースダウンしない

ような体制づくりということについて、しっ

かりとやっていただきたいと思いますが、企

画振興部長いかがでしょうか。 

 

○山川企画振興部長 先生の御指摘、全くそ

のとおりだと思っていますし、常日ごろか

ら、もちろん一生懸命やらせていただいます

けれども、知事から、時間的緊迫性を持って

せよという厳命を受けていますので、これま

で以上に全力で進めていきたいと思っていま

す。 

 

○前川收委員 驚異的スピード感で、ずっと

昔からあった議論が、このような形で解決、

まあ解決じゃないんだけれども、見えてき

た、光が見えてきたという状況に大きな期待

感を県民の皆さんが持っていらっしゃいます

ので、しっかり頑張っていただければと思い

ます。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 ほかに。 

 

○河津修司委員 関連するんですけれども、

この第三セクターで空港はアクセス線を運用

していくということですが、その第三セクタ

ー、県が中心となってということですが、い

ろんな企業が入るのか、あるいはその周辺自

治体にも働きかけをしていくわけなんです

か。その辺の枠組みというのを、何か考えて

おられるんですか。 

 

○重見交通政策課長 まず、三セクについて

は、県が中心となって立ち上げるということ

が基本路線です。現時点で、済みません、そ

の三セクの設立主体として確定的に入ること

が決まっているのは、今、県だけです。 

 ただ、一方で、今委員が御指摘のように、

ほかにも参画する社、者という観点では、例

えば民間企業であったりあるいは沿線の自治

体というのも当然考えられますので、それ

は、来年度以降、スピードアップして調査な

どを行っていきますが、その中で同時並行的

に詰めていきたい、検討していきたいという

ふうに考えております。 

 

○河津修司委員 わかりました。 

 そこが決まらないとなかなか進められない

のかなという気もしますし、その辺はしっか

り早くやっていただきたいと思うのと、ＪＲ

が３分の１は、後で豊肥本線かほかのＪＲ線

で増益した分で３分の１以内で支払うという

ことなんですが、それは、まあどのように計

算するのかというのもあるんですけれども、

いつごろまでにとかは考えているんですか。 

 

○重見交通政策課長 ＪＲからの協力、拠出

金３分の１という部分でございますが、こち

らについては、具体的にどのような方法で三

セクに支払っていただくのかというのは、ま

さに今後詰めていくところです。 

 ただ、一般論として、その考え方として

は、当然、これは鉄道が開通した後に、毎年

その実績を見て、どれだけＪＲに増収があっ

たかというのを、関係する三セク、ＪＲ、そ

れから県もかもしれませんが、で協議した上

で確定させるというスキームですので、その

実績に基づいて。 

 ただ、一方で、当然、毎年増収分というの

は変わり得る、むしろ変わるものですから、

その部分については、例えば毎年の金額を、

例えば一般論としては固定金額でやるという

考え方もございますし、あるいは増収したう

ちの何割かという決め方もあると思います

が、それによって金額が固まった上で、例え

ば掛ける何年というような考え方もあると思
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いますが、その部分については、来年度以

降、急ぎＪＲと詰めていくということだと思

っております。 

 

○田代国広委員長 ほかにありませんか。 

 

○増永慎一郎委員 九州中央自動車道なんで

すけれども、何というか、予定よりもだいぶ

早く、12月16日に開通させていただきまし

て、本当にありがとうございました。 

 その中で、新聞の記事にも載りましたけれ

ども、下りの山都中島西インターチェンジの

降り口のところで事故が多発しているという

ことで、あそこは多分降り口のところは町道

だというふうに思うんですけれども、そうい

ったところに対しての対処というのは何かさ

れているんですか。 

 

○亀崎道路整備課長 山都中島西インターチ

ェンジは、本線を降りてから町道部分のラン

プ部分がございまして、最終的に国道445

号、県が管理する国道へ接続しております。

今、事故が多いと言われておりますのは、そ

の本線から降りていく道路の勾配が下り坂

で、カーブがきつくなってございます。そこ

のところで、今までに６件の事故が報告され

ております。 

 その状況につきましては、６件中５件が雨

が降っているときの事故ということで、これ

は、時間帯は昼、朝、夜と、時間帯はさまざ

まな状況でございます。したがいまして、雨

が非常にやっぱりスリップの原因かなという

ことで、スピンを想定する事故あるいはガー

ドレールに衝突するといった事故が発生して

おります。 

 これを受けまして、私ども、関係者、国交

省と県警、それと地元の道路管理者である山

都町、それに御船町が参加して、対策会議を

２月４日に開催いたしました。 

 その対策の内容としましては、まずは原因

がスピードの出し過ぎということで、実際、

現地は、本線の600メートル区間でまず50キ

ロに速度を落としまして、それから、ランプ

部分、取りつけ道路で30キロに落とすところ

ですが、それを多分スピードを出してくるこ

とが原因だろうということで、スピードを落

とすような警告の標識を、それと電光掲示板

に注意喚起をするようなところを行っており

ます。さらに、取りつけ道路の部分におきま

しては、カーブ区間に連続して赤い矢印で反

射するようなもので、道路が曲がっているこ

とを示すようなものを設置いたしておりま

す。 

 これを２月４日の対策会議の後に実施しま

して、今週の３月４日に、さらにもう一回、

再度対策会議を実施しました。その中で確認

しましたのは、それ以降事故は起こってない

ということで、今までそういう対策を実施し

てきましたが、それが何らかの対策効果があ

っているということで考えております。 

 ただ、今後、どういうことが条件になるか

まだわかりませんので、そこはしっかり状況

を注視してまいりたいと思っております。 

 

○増永慎一郎委員 私もよく通るんですけれ

ども、なかなか曲がりにくいというか、特に

雨が降ったときには、やっぱり滑るような感

じがします。慣れたら、ここは気をつけなき

ゃいけないなと思うんですけれども、やっぱ

り新しい人たちがどんどんどんどん通られま

すので、その辺はもうちょっと路面を検討す

るとか、事故が起きないようにぜひやってい

ただきたいなと思っております。 

 また、なかなか今道路を通る量が、当初見

込んだよりも少ないという話もございました

ので、そういったあたりは、山都町とか御船

町に、今呼びかけをしておりますけれども、

そういった形で、県におかれましても、でき

ればそういった、あそこを通ってくださいと

いうような、何か啓発みたいなのをやってい
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ただければというふうに思っておりますの

で、よろしくお願いします。 

 

○亀崎道路整備課長 今後の対策としまして

も、今、対策会議の中では、舗装に溝を切っ

て滑りにくくするような対策も、要は摩擦係

数を増すということで、そういった対策も検

討しております。現場のそういう安全確保と

いうことについては、非常に重要だと思って

おります。関係者、国、県警、そして地元山

都町、御船町と、さらにそこはしっかり取り

組んでまいります。 

 また、利用促進という観点からは、今、こ

の中央道というのは、非常に機運が盛り上が

ってきていまして、しっかり取り組みを進め

ていこうというところで考えております。 

 地元の沿線の町と村、そして委員の先生方

と、そこはしっかり連携して、この中央道が

命の道、経済の道、地方創生の道としてしっ

かり利用され、そういう価値がある立派な道

ができるよう、我々も一生懸命頑張ってまい

ります。 

 

○田代国広委員長 ほかに。 

 

○髙島和男委員 空港のアクセスにもう一回

ちょっと戻らせていただきますけれども、ア

クセスの改善ということで先ほどお話があっ

たように、明るい光が見えてきたというの

は、もっともそのとおりだと思うんですけれ

ども、この豊肥線から三里木駅で乗りかえな

ければならないというのが現状だと思うんで

すけれども、乗りかえるというのは、利用す

る側からすると、やっぱりマイナス要素であ

ることは、これはもう間違いないかと思うん

ですけれども、このマイナス要素をいかにや

っぱり低減するかということで考えると、利

用する人たちにとって最大限の配慮が必要じ

ゃないかと。天候面あたりを特に考えます

と、傘を差したりというのは、これは避けな

くてはいけないということでのハード面の整

備ですね。現状の三里木駅をさわらなければ

いけないのかどうか、そこをどう考えていら

っしゃるのか、現時点で結構ですので、お答

えください。 

 

○重見交通政策課長 まず、三里木での乗り

かえが発生するというのは、どうしても、先

ほども申し上げましたが、豊肥本線が単線と

いうことで、どうしても線路容量、１時間に

通れる本数というのが決まってしまうため

に、今回、やむを得ず乗り入れはしない、直

通はしないということにしたという前提がご

ざいます。 

 一方で、先生御指摘のように、当然、乗り

かえを前提としますと、利便性は低下すると

いう部分も確かでございます。 

 その観点で、まずソフト面で申し上げます

と、例えば乗りかえがなるべく利便性を阻害

しないようにということで、対面乗りかえ、

ホームを電車と電車すぐ、ちょっと渡ったら

乗りかえられるというようなことであると

か、あるいは一回電車をおりて次の電車に乗

るまでに時間があかないように、極力ダイヤ

を近づけるというようなことも、今後しっか

り検討していかなければいけないということ

をソフト面ではまず考えております。 

 それから、ハード面、先生御指摘のよう

に、例えば高齢の方とか障害をお持ちの方と

かに関しては、やはり大きなハードルになる

のは否めません。ただ、一方で、我々、三里

木駅、今回そちらから分岐するという形にな

りますので、何かしら三里木駅の改修は必要

だというふうに考えてございます。 

 ですので、その中で、そういったハードル

が高いような方々に優しいような駅というの

もしっかり考えなきゃいけないというふうに

思っておりますので、今の御指摘をきちんと

踏まえた上で、来年度以降、しっかり検討し

ていきたいと考えております。 
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○髙島和男委員 今、三里木の駅に関して

は、何らかの改修が必要だということの見通

しを示されたわけですけれども、その際の費

用ですね。これは55ページのその他のところ

の丸ポツで書いてありますように、協議の

上、起因する費用については県が負担すると

いうことですが、その際は、やっぱりそうい

う形になっていくということで理解しとって

いいんでしょうか。 

 

○重見交通政策課長 55ページのまずここの

費用の部分ですが、こちらについては、そも

そも鉄道をつくる時点で想定していなかった

お金について、その後発生した場合には、こ

の部分をもとに県が負担するという趣旨です

が、先ほど三里木駅の改修というのは、この

鉄道を計画する時点で当然に想定されること

でございますので、そちらは、事前に鉄道を

整備する計画の中できちんと費用についても

入れ込んでいくということでございます。で

すので、その金額を入れ込んだ上での先ほど

の費用負担ということであれば、ＪＲも３分

の１を負うということでございます。 

 

○前田憲秀委員 私も、今髙島委員がおっし

ゃったこと、非常にこの乗り入れをしないと

いうのは懸念があるんですけれども、前回の

委員会のときに、定時性、速達性、大量輸送

性ということでこのルートが決定をしており

ます。その時間の部分は、この乗りかえとい

うので、今おっしゃったような、ソフト面を

有効に最大限活用することによってロスはな

いんですかね。 

 

○重見交通政策課長 乗り入れによる速達性

の影響という御質問だと思いますが、三里木

から空港までのルートですと、従来、38分で

熊本駅から空港まで行くということを申し上

げておりました。これについては、乗りかえ

時間を考慮していない時間でございます。 

 ただ、今回、ＪＲとの間では、今回乗り入

れはしないということになりましたので、こ

の38分から、その乗りかえ時間も含めた上

で、可能な限り38分から乖離しないようにす

るという観点では、先ほど申し上げたよう

な、ダイヤの調整と申しますか、運行計画で

縮めていくということは、しっかり考えてい

かなければいけないというふうに考えてござ

います。 

 

○前田憲秀委員 それはとっても重要なこと

で、私も含めて、改善されて、これを利用す

るという人たちがどのように思うかというこ

となんですよね。これを利用したら空港に早

く着ける、時間も確実である、輸送力もある

程度ある、そこが私は一番大事なことじゃな

いかなと思うので、先ほど前川先生が言われ

たように、私としても、議論の余地もないぐ

らいスピーディーに進んでいるので、そこは

私は、前回も言いましたように、評価をしま

す。がんがん行っていただきたいなと思いま

すけれども、本来でしたら、私のイメージと

しては、運動公園も経由するということなの

で、そこの輸送力、どれぐらいの輸送力を考

えているのかということも含めて、水前寺か

ら、東海学園の手前から国体道路沿いにずっ

とアクセスをすれば、一番利用者としてはイ

メージも湧くし、早くなるんじゃないかなと

いうイメージを私は持っておりました。 

 これは、もう三里木なのでその話はないん

ですけれども、例えば、今髙島委員の話にも

あったように、三里木駅を私は大きく変えな

いといけないと思っています。逆に、あそこ

は拠点で、県北の人たちがあそこに来て、あ

そこから空港へ乗るということもあるでしょ

うし、パークアンドライドのことも、あそこ

にもっと現実化できてくるんじゃないかと思

うし、ＪＲさんとの交渉でなかなか難しい部

分もあるのかもしれませんけれども、熊本駅
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もやっぱり大きく変わるわけですから、空港

から駅に行く、その先の駅に行くというの

は、このＪＲを使って行っていただく構想な

ので、何か取ってつけたような、遠慮がちで

はなくて、そういうことも踏まえてこれから

議論もしていただきたいなと思っています。 

 １点だけ、その輸送力に関しては、どれぐ

らいをイメージされているんですか。 

 

○重見交通政策課長 輸送力という観点でご

ざいますが、済みません、今年度は概算の調

査をしたところでございます。こちらについ

ては、まず、三里木から阿蘇くまもと空港ま

でのルートであれば、まず需要が現時点で 

6,900人見込めるということになってござい

ます。 

 ですので、輸送力という観点では、まず需

要が今確定的に、確定的というか、概算で出

している状態でして、その具体の輸送力とか

運行計画とかという部分については、来年

度、しっかり詳細を詰めていくということに

なってございますので、現時点での、大変恐

縮ですけれども、輸送という部分について

は、具体の数字は、済みません、ございませ

ん。 

 

○山川企画振興部長 補足ですけれども、鉄

道ですので、車両のやりくりで応用は相当き

くと思います、イベントとかにも合わせてで

すね。 

 

○前田憲秀委員 今のイメージでは、従来の

豊肥線の利便性を維持するということは、基

本的に２両ですかね。それが、そのままアク

セスになるのか、また別なのか、そういった

こともやはり議論の中で示していかないと、

皆さん方が、それに乗って空港に行けるとい

う思いがなかなか湧かないと思うんですよ

ね。そういったところもぜひやっていただき

たいなと思っています。 

 それと、報道でもあっていますように、一

部複線化して交互通行を有効にするだとか、

もう相当前の話ですけれども、熊本市内の水

前寺周辺は、２階建てにして複線化するみた

いな話もありました。そういう何か夢のある

ような、議論の段階ではがんがん出していい

んじゃないかと思うので、熊本の夢のあるよ

うな、そういう議論もしっかり示してほしい

なと。現実的にもやっていかないといけない

んですけれども、そのように要望させていた

だきます。よろしくお願いします。 

 

○緒方勇二委員 関連してですが、今議会の

代表質問でも、この豊肥線の延伸化が、こん

なふうにスピード感があって、そして、それ

が県内に波及効果が及ぶだろうというよう

な、本当に期待が高まっているところであり

ます。 

 その中で、この事業スキームを見ますと、

１つは、県内には第三セクターの鉄道が３つ

ありますが、そのうちの被災した南阿蘇鉄

道、ここの上下分離方式での計画もされてお

られて、救済スキームもでき上がってです

ね。当然、私どもは、豊肥線の空港へのアク

セスは大津からと思っていました。当然、南

阿蘇鉄道さんは、そこまで相互乗り入れで来

るものだろうというふうに思っておりまし

た。 

 今後、そういう考えに立てば、南阿蘇鉄道

は大津まで乗り入れたい、そして既存の空港

ライナーも利用するかもしれない、あるいは

三里木に決定してＪＲさんとも合意形成がで

きた、今後、その増益分を既存路線に、その

分に応じてというふうなことで決定いただい

て、非常にありがたいんですよ。 

 １つお尋ねは、豊肥本線は、昔、県におい

て電化したわけですよね。この辺の取り扱い

のことの、増益に伴って、その辺のことはど

うなっていくんでしょうか。そのことが、新

たな、豊肥線において、設備の改修とか対
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応、これは県が負担するということですか

ら、その辺の電化の利用料とか、これは一

部、前川先生からも以前、ＪＲが一部上場す

るときの話で出たような気がいたすんです

が、その辺のことは何か協議された中身はあ

るんですかね。 

 

○重見交通政策課長 まず、豊肥線の電化の

三セクが今現状ございます。これについて

は、ＪＲ、それから県など、関係自治体が出

資をいたしまして、三セクを立ち上げたとこ

ろでございます。これは、電化した設備をそ

の三セクが所有した上で、毎年、それを利用

するＪＲから使用料をもらって資金を回収し

ていくという三セクでございます。 

 今回の三セクというのは、あくまでも鉄道

運行事業者そのものでございますので、今

回、豊肥線の電化のための三セクと今回の三

セクという部分について、直接的なリンクは

ございませんので、ＪＲとの間でその部分に

ついての何かしらの議論があったろうかとい

うことは、その部分についてはございません

ということでございます。 

 

○緒方勇二委員 ということは、電化をして

貸し付けて、まあ沿線自治体も出資した、そ

してＪＲさんから固定費みたいにいただいて

いるということですよね、使用料というふう

に。 

 

○重見交通政策課長 はい。 

 

○緒方勇二委員 今後、その増収、増益がな

されて、その辺のことは動かないんですか。

固定費でそのままいくんですか、改修費等に

充てるとか。 

 

○重見交通政策課長 豊肥線の電化の三セク

については、現状でしっかりとＪＲから毎年

使用料をいただいていると。なので、そこで

の精算というのは、そこで精算されている。 

 一方で、今回のスキームの部分について

は、また別の枠といいますか、別の案件とし

て、そこはしっかり今後、先ほども払い方に

ついては今後詰めていくということを申し上

げましたが、そちらについては、そちらの方

法で拠出していただくということなので、三

セクへのお金のバックの仕方というのは、そ

れぞれで切り分けて考えるものだというふう

に考えてございます。 

 

○緒方勇二委員 南阿蘇鉄道とは、乗り入れ

のことは何かイメージされているんですか。 

 

○重見交通政策課長 南阿蘇鉄道が、今回の

肥後大津まで乗り入れてというお話でよろし

いでしょうか。 

 南阿蘇鉄道が肥後大津まで乗り入れするこ

とを検討しているというのは、今、地元の南

阿蘇と高森町で、今年度、それぞれ電化とそ

れから乗り入れについて調査検討されている

と思います。 

 今年度いっぱいでそれがまとまるというこ

とでございますので、その調査の中では、例

えば乗り入れなり電化をしたときのそれぞれ

の効果とか収支とか、そういったものを調査

されているということでございますので、ま

ずはその調査内容をしっかり見た上で対応を

検討していくということになろうかと思いま

す。 

 

○藤井交通政策・情報局長 ちょっと補足に

なるかわかりませんが、まず、先ほどの電化

のところということでございますけれども、

電化するときには、豊肥本線の乗車の利用者

によって一応収益が出たところから回収して

いくスキームでつくられた第三セクターでご

ざいます。 

 今度、アクセス線が新しくできます。アク

セス線ができたことによっての利用者増によ
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って生まれる増益分、そこから回収させてい

ただくということですので、新たな今後の需

要がどれだけ伸びたかというのをＪＲと協議

しながら、それを回収させていただくという

ことでございますので、別のものとして計算

させていただいています。 

 ２つ目が、南阿蘇鉄道でございますけれど

も、確かに利用促進策として、将来検討する

項目として、地元が今調査をしております。

それを受けて、今度のルートにつきまして

は、我々としては、一番課題となっておりま

した県民総合運動公園、このアクセス改善の

ルートとして、どこが一番いいかという観点

も含めてやっておりますので、全県民の便益

性を高めるという観点からは、我々としては

一番いいだろうと思って協議をさせていただ

いて、その上でＪＲから同意を得たというの

が現状でございます。 

 

○緒方勇二委員 ぜひ、県内に波及効果が及

ぶような、最適なスキームをつくり上げてい

ただきたいなと思います。豊肥線で生まれる

新たな増収分については、こっちの引き込み

線のこれに充てるというようなことで理解さ

せていただきたいなと。 

 あと、運動公園の利用の県民全体の便益を

考えてということでありますので、なおさら

便数の問題とかですね。県南からも運動公園

に行くについても、私は、以前からずっと九

州縦貫道とのアクセスの改善を、結節点の改

善をぜひやっていただきたいなというお願い

をしてきていましたので、豊肥線において、

新たな設備の改修等に関する部分を、その辺

の改善をしていただければ、大いに運動公園

の利用も高まるんだろうと思いますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 

○岩田智子委員 前回の委員会でもお話をさ

せていただいたんですが、この空港アクセス

の話が出て、いろんな方から、ああ、いいね

というような話を聞いて、県としてはどうで

すかという質問をしたと思います。 

 で、いい御意見をいただいておるというよ

うな答弁がありましたけれども、ちょっとし

ばらくたって、いろんなニュースが出て、私

としては、やっぱり鉄軌道はすごくいいなと

思うし、先ほど言われたように、運動公園へ

のアクセスも、私、学校の教員だったので、

やっぱりあそこを利用することがたくさんあ

って、子供たちを輸送するにはとてもいいな

というふうに思っているのですが、大津じゃ

何でだめだったんだろうかとか、いろんな意

見をちょっと、まああれでいいのかどうかと

いうような、ちょっと反対ではないんだけれ

ども、ちょっと見直したほうがいいんではな

いかというような意見も伺うことがあったん

ですね。 

 きょうの議案でも、大津のことで特段の事

由があったら県でどうのこうのと書いてあり

ますけれども、何か予想されるようなことが

あるのかどうか。私が、いろんな県民の方に

説明しなければいけないので、そこのところ

を教えていただきたいと思って質問します。 

 

○重見交通政策課長 今回、ルートとしては

三里木になりました。なぜ大津ではなかった

のかという観点については、まず、大津がだ

めだったとか、そういうことではございませ

ん。重ね重ねになりますが、まず、我々、県

としての従来からの大きな課題であった運動

公園へのアクセスを、何としても改善しなけ

ればいけないという部分です。こちらは、代

表質問で知事からも答弁を申し上げました

が、やはりこの部分については、県全体のこ

とを考えたときに、それが最適の解であろう

と判断したということ。 

 それから、少し数字的なお話を申し上げま

すと、今回、三里木につきましては、１日の

利用者数の見込みが6,900人程度となってご

ざいますが、一方で、我々、今年度の調査を
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したところ、肥後大津では5,800名程度とい

うことで、その需要の観点からも、やはり 

1,000人以上の開きがあったという部分も事

実としてはございました。 

 そういったような事情を総合的に勘案した

結果、今回、三里木ルートという判断になっ

たというところでございます。 

 

○田代国広委員長 新たな政策を展開すると

き、他の自治体が犠牲になるようなことがあ

ってはならないと思う。今回の三里木は、運

動公園がキーポイント、それがないならば、

三里木なんてがんからないはず。それがある

ことによって、費用対効果が大津よりも向こ

うのほうが上がったということでそちらにな

ったんだと思う。 

 ただ、さっき言ったように、犠牲とは何か

というと、例えば大津町へのＪＲの本数が減

る、これはまさに大津町は犠牲を払うわけで

すから、そういう政策は正しくないと。 

 したがって、この政策をするに当たって

は、犠牲のないような判断、それが今回分岐

という形になって大津町への電車が減らなく

て済んだんですよね。しかし、近い将来、恐

らく、先ほどから出ているように、豊肥線へ

の乗り入れ、地元の議員として、ここで一つ

確約をとっておきたいのは、乗り入れた場合

でも、なおかつ大津駅への列車の便数は確保

するという確約というか、担保がとれなけれ

ば、乗り入れたとき、逆に大津への便数が減

るならば、これは大津の者としては賛成でき

なくなる。それは犠牲を払うわけだから。そ

ういうことは、政策としては正しくない。し

たがって、乗り入れた場合でも、大津までの

現状の便数は担保できると、それをどう思い

ますか。 

 

○山川企画振興部長 済みません、今の岩田

先生の御指摘と委員長の御指摘についてであ

りますけれども、まず、我々、現時点で、先

ほど課長から説明申し上げましたけれども、

直通をするということは考えてございませ

ん。ですから、そのなお書きの部分におい

て、何かしらその特段の事由を想定している

わけではありません。ですので、それはもう

乗り入れする場合は本数を減らさないとか、

そういうことではなくて、まず今は想定して

ないということです。 

 ただ、じゃあなぜこのなお書きがあるのか

ということでございますけれども、まさに先

生方から意見ありましたけれども、やはり大

津と関係ない、純粋な利用者の面から見る

と、乗りかえなしのほうがいいという意見が

出てくることも、これはもう必須だと思いま

すので、そういう意味で、ＪＲさん、民間企

業として、そういう場面で、特に対住民への

説明、そういうものを背負わされるのはつら

いんだということでこういうなお書きを入れ

たのであって、今の時点でその直通を想定し

ていないということは念押しさせていただき

たいと思います。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 想定してないというか、

むしろ先ほどから言っているように、乗り入

れがやっぱりよくはないかという意見が出て

いるように、実際、分岐線でやった場合、や

っぱりそのお客さんの要望というか、当然乗

り入れはしてくれという要望が出てくると思

うんですよ。そうなった場合、やっぱり乗り

入れをした場合、そのときはこの大津への便

数は担保されなければならないという考えな

んですよ。 

 

○山川企画振興部長 それは、委員長の御意

見として、ぜひ心にとめておきます。 

 

○田代国広委員長 ほかに。 

 

○鎌田聡委員 利便性が高まるような施策に
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これはつながっていくと私も思っております

ので、しっかりと取り組みをしていただきた

いと思いますし、県民に、まあいろんな意見

も確かに出てきておりますので、運動公園の

利用者にこれはいいですよという話と、もう

一つは、免許センターもありますよね。だか

ら、免許センターにも、何とかそこをうまく

持っていけるように、まあ駅をつくればその

分遅くなるかもしれませんけれども、そうい

ったところも必要だろうと私は思いますし、

だから、そうなったときに、この6,900人と

いうのは、これは免許センターとかは入って

ない数字なんですね。そこがまた高まるので

あれば、なお一層また県民の理解というのが

促進されるんじゃないかと思いますけれど

も、その点いかがでしょうか。 

 

○重見交通政策課長 今回、運動公園の近

く、具体的な場所は今後検討ですが、中間駅

を設置するということになってございます。 

 先ほど、三里木ルートだと１日6,900人と

いうことを申し上げましたが、その中で、確

かに運動公園からちょっと免許センター離れ

てはおりますが、その中の一部の方が利用す

るということで、数字としては計上したも

の、込みの数字で6,900人となってございま

す。 

 

○鎌田聡委員 そういうことで、それも入っ

ているということであるのならば、そことの

アクセス、免許センターとのアクセスも、こ

れからの話になりますけれども、駅がどのあ

たりになるかわかりませんけれども、そこと

のアクセスというのも、しっかりとこれから

検討していっていただきたいと思いますの

で、そこはお願いしておきます。 

 

○田代国広委員長 ほかに。 

 

○岩本浩治委員 済みません、アクセス鉄道

の件ですが、私は、肥後大津から阿蘇方面の

利便性を考えてということで、私は阿蘇です

から、これはいいなと思っているんです。た

だ、先ほど委員長言われましたように、本数

が減ったりはしないように、ぜひしていただ

きたい。 

 それと、運動公園前、イベントのときに通

るんですが、菊陽バイパスからですね。もう

渋滞してしようがない。そうしたら、これが

できれば渋滞も減っていけるなというのが考

えられますよね。 

 それと同時に、先ほど前田委員が言われま

したように、特段の想定というのは、報道で

も出ていましたように、複線化を特段の想定

に入れてあるのかどうか、また、ほかの想定

を考えているのか。それによって、県が一切

負担をしますという文言になっていますの

で、どうなのかなと思うんですが。 

 

○重見交通政策課長 まず、最後の御質問、

複線化を現時点で見込んでいるのかという御

質問については、現時点で複線化の費用等は

見込んでおりません。 

 と申しますのも、やはり複線化、まあ完全

に、例えば熊本駅から三里木まで全てするの

かと、あるいは一部すれば足りるのかという

ような議論はあろうかと思いますが、仮に熊

本駅から三里木まで複線化を実際行おうとし

た場合には、これは、まず用地買収などもあ

りますので、時間的な観点で膨大な時間がか

かるということがございます。それから、当

然、熊本駅から三里木までを全部複線化しよ

うとすれば、やはり密集市街地でございま

す。そこの部分についても、やはり膨大な、

金銭の面でもかかるということは簡単に想定

できるところでございます。 

 我々、今回、空港アクセス鉄道をつくると

いうことは、コンセッションで2023年春に国

内線、国際線のビルが一体化したものが建設

されるという観点で、そのビルの完成にいか
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に鉄道の開業を近づけられるか、そこから間

を置かずにつくれるかというのが大きな課題

だというふうに認識しておりますので、現時

点でその複線化をやることによって、確実に

その鉄道の開業はどうしても後ろ倒しになら

ざるを得ないということがございます。です

ので、現時点で複線化ということは、前提に

は一切置いてございません。 

 ただ、一方で、先ほどの乗り入れのお話と

も関連するかと思いますが、現時点で乗り入

れは想定してございませんが、先ほど部長か

らも申し上げましたとおり、当然、利用者の

方からは、直通、乗りかえなしで行きたいと

いう声が出るということは想定し得るという

ところでございます。 

 一方で、やはり我々は、これまで大津町と

のお約束、それからＪＲとの約束でも、大津

方面、それから阿蘇方面の方の利便性は確保

しなければならない。これは、我々、ＭＵＳ

Ｔ、必要不可欠だと思っておりますので、そ

の両方の方程式を解こうとしたときには、そ

の時点で、複線化をすることによって線路の

キャパシティーを上げれば、当然に直通とい

う大きな夢というのもかなうだろうと思って

おります。 

 そのときに、将来にそういった可能性を残

すという意味で、こちらの負担等の一切を県

が負うというのを、今回、ＪＲとの間で同意

したということもございます。 

 こういった事情がございますが、済みませ

ん、繰り返しになりますが、現時点では複線

化をするということは予定してございませ

ん。 

 

○岩本浩治委員 わかりました。 

 ただ、やっぱり乗りかえなしで大津、阿蘇

のほうにも行くという、そういう便がふえる

かもわからない。そうなったときに、県が負

担しますということで考えて、特段の事情と

いうことでいいんでしょうか。 

 

○山川企画振興部長 ここに書いてございま

すのは、何か特定のイメージを今の時点で持

っているわけではございません。本当に、Ｊ

Ｒさんの意向を踏まえて、念のためのなお書

きをしたというところでございます。 

 

○岩本浩治委員 はい、わかりました。 

 

○森浩二委員 関連してですけれども、空港

が、コンセッション方式で2022年度中に完成

するわけですよね、ビルが。そうすると、こ

の駅は別個につくるんですか、中に入れるん

ですか。中に入れたら、この日程で間に合う

のかということですよね。 

 

○山川企画振興部長 具体的な設計は、まさ

にコンセッションのその運営権者が決まって

からということになろうかと思いますけれど

も、いずれにせよ、今回、こういうスピード

感でやらさせていただいて、こういう情報と

いうのは、まさに、今３チーム応募していま

すけれども、皆さん相当な関心を持って眺め

ていますので、こういうアクセス線ができる

んだということを前提にビルの設計図をつく

るという、矛盾のない形になろうかと思いま

す。 

 

○森浩二委員 駅が入る前提で選ぶというこ

とですか。 

 

○山川企画振興部長 そこは運営権者さんの

意向にもよりますので、例えば本当に空港の

中に駅が入ってくるのかとか、それともすぐ

近くに駅が建つのか、そこまでの具体のイメ

ージはまだできてございません。 

 

○森浩二委員 じゃあ、別個になった場合、

駅舎は県でつくるんですか。 
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○山川企画振興部長 いずれにせよ、駅は第

三セクターのものですので、どういう構造に

なろうが、費用は県が負担をすると。県とい

うか、さっきの３分の１のスキームですの

で。 

 

○森浩二委員 わかりました。 

 

○田代国広委員長 ほかに。 

 

○髙木健次委員 関連してですけれども、こ

のアクセス道路が、いろいろな事情とかによ

っては変更すると、現状でやっていて。た

だ、基本的に考えて、この乗り入れる工事と

いいますか、そんなに何か厳しいものです

か。我々からすれば、便をちょっと、こっち

は空港行きですよという便を出していけば、

そんなに難しい問題じゃないのかなという感

じもするんですけれども、基本的にはそんな

に厳しいんですか。 

 

○藤井交通政策・情報局長 今、大変豊肥本

線の利用者が伸びていまして、ダイヤをつく

るには、精いっぱいのダイヤになりつつあり

ます、ほぼ。ですから、この２つのルートを

分けてということだけでは、乗り入れという

のはなかなか難しいと思います。 

 ですから、今複線化のお話が出ましたけれ

ども、複線化だけではなくて、例えば行き違

い施設であったり、いろんな手法が考えられ

ますけれども、乗り入れをしないということ

を前提にしておりますので、今後協議の中で

そういった話が、例えば利用者がどんどんア

クセス鉄道でふえてきて、当然そういうこと

を考えなければいけなくなったら考えるとい

うことでございますけれども、先ほどありま

したように、アクセス鉄道が起因するものに

ついては費用負担を考えるというのを今同意

しているだけでございますので、まだ具体的

に、これからいろんな協議の中で、例えば乗

り入れ可能性があるのであれば、どういうこ

とが最少の費用でできるものがあるかとか、

いろんな議論になるかもしれませんが、今の

時点で同意しているのは、乗り入れをしない

と。まさに大津方面への利便性を確保という

のは、我々、ＪＲとも一致したところなの

で、今動いていけるところをいたしました。 

 ただ、一番大きかったのは、私ども、先ほ

ど部長が申し上げましたように、我々として

も、費用負担というのをどういう形で今後ス

キームをつくっていくかというのが一番大き

な課題でございましたので、やっとそこのス

タートに立ちましたので、これからＪＲと国

との協議を深めて、前にスピードアップして

やっていくということでございます。 

 

○髙木健次委員 局長の言われることはよく

わかります。 

 ただし、やっぱりつくっといて、必ずこの

問題は今からずっと出てくると思うんですよ

ね。市民の皆さんからも、利用者の皆さんか

らも、何で乗り入れができなかったのかとい

う、この不平不満というのは必ず出てくると

思うんです。 

 だから、これは一応つくっといて、後で乗

り入れを考えるじゃなくして、やっぱり今協

議中ということであれば、やっぱり協議の段

階からその辺もしっかり含めて、乗り入れで

きるかどうか知恵を絞って、やれる体制を考

えていったほうが私はいいと思いますけれ

ど。 

 

○重見交通政策課長 今後、ＪＲとしっかり

協議してまいりますが、まず、肥後大津、阿

蘇方面への利便性を低下させない中で、しっ

かり直通ができるのかどうかの可能性も含め

て、そこは綿密にＪＲとの間でよく議論をし

ていきたいと思います。 

 

○岩田智子委員 たくさん御意見出ましたけ
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れども、私も同じ意見で、今からすごく煮詰

めていかれる中で、やっぱり県民の意見とか

もきちんと対応されていっていただきたいな

と思います。情報も、私たちのほうにも出し

ていただきたいと思っています。よろしくお

願いします。 

 

○前川收委員 いろんな議論があって、大変

ありがたいと思っていますし、ぜひやらなき

ゃいけないと思いますが、基本的に大津まで

の豊肥線の便数を減らさない、これが１つの

ハードル、条件ですよね。そのことから起因

として、もう一つは、やっぱり時間的緊迫感

を持ってやるという前提、そのことから考え

れば、まあ将来課題がないとは絶対言いませ

んけれども、まずはやっぱり時間的緊迫感を

持って考えれば、今乗り入れの議論を始めた

ら、これは終わらなくなってしまうと思いま

す。ですから、ぜひ、私は、個人的意見とし

ては、とにかく早くそのアクセスをつなぐと

いうこと、このことをやってもらいたいと思

っております。 

 

○田代国広委員長 ほかに。 

 

○鎌田聡委員 済みません、素朴な疑問で、

なかなか技術的に難しいのかどうかわかりま

せんけれども、連結で空港行きと大津行きと

２両２両で離すとか、そういうことはできな

いんですか。 

 

○重見交通政策課長 豊肥線、ピーク時間は

今４両、それ以外は大体２両で走っておりま

す。確かに、熊本駅から両数をふやすことで

その輸送人員はアップして、三里木で分岐す

ることでキャパシティーも殺さないで使える

というのはあり得るんだと思います。 

 ただ、一方で、当然、連結するに当たって

は、その切り離し作業要員とかあるいは運転

士さんそれぞれの確保とかいう問題も出てき

ますので、そこはコストとの兼ね合いでも出

てくるんだろうと思います。 

 ただ、当然、そういった点についても、今

後、詳細をきっちり議論しまして、いろいろ

広い分野でしっかり協議なり議論をしていき

たいと思っております。 

 

○鎌田聡委員 急ぎやるのは、やっぱりこの

鉄道を引いてもらうところが一番だろうと思

いますので、今後の議論の検討として、やっ

ぱり設備投資するよりも、そちらのほうが多

分かなり抑えていけるやり方じゃないかなと

思いますので、そちらのほうでもう一回、今

後の検討でお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 ほかにありませんか。 

   (｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○田代国広委員長 なければ、質疑はこれで

終了いたします。 

 次に、付託調査事件の調査の終了について

お諮りします。 

 本委員会は、今回をもって付託調査事件の

調査を終了し、その任務を終了することと

し、会議規則第84条の規定に基づき、議長に

報告することに御異議ありませんか。 

   (｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○田代国広委員長 異議なしと認めます。 

 それでは、本委員会は、今回をもって終了

することに決定しました。その旨、議長に報

告することといたします。 

 その他として何かありませんか。 

   (｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○田代国広委員長 ほかになければ、本日の

委員会はこれで閉会します。 

  午前11時28分閉会 

――――――――――――――― 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により
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